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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
予
防
接
種
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
一
条
の
改
正
は
、
予
防
接
種
法
及
び
結
核
予
防
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
五
十
一
号
）
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
法
案
の
提
案
理
由
説
明
に
お
い

て
は
、
感
染
症
の
発
生
の
減
少
、
医
学
医
術
の
進
歩
、
国
民
の
健
康
意
識
の
向
上
等
の
予
防
接
種
を
取
り
巻
く
諸
環
境
の
変

化
の
中
で
、
極
め
て
ま
れ
に
で
は
あ
る
が
健
康
被
害
が
発
生
す
る
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
高
い
接
種
率
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
制
度
と
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被

害
に
つ
い
て
の
救
済
措
置
の
充
実
等
を
図
る
旨
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

予
防
接
種
後
副
反
応
報
告
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
平
成
六
年
の
改
正
以
前
に
お
い
て
も
、
予
防
接
種
後
に
健
康
被
害
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
「
予
防
接
種
の
実
施
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
十
一
年
九
月
十
四
日
付
け
衛
発
第
七
百
二
十
六
号
厚
生

省
公
衆
衛
生
局
長
通
知
）
に
基
づ
き
、
市
町
村
長
か
ら
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
国
に
報
告
が
な
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

一



平
成
六
年
の
改
正
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の
予
防
接
種
禍
集
団
訴
訟
を
始
め
予
防
接
種
に
関
す
る
一
連
の
訴
訟
に
お
け
る

司
法
判
断
及
び
こ
れ
ら
の
訴
訟
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
世
論
を
踏
ま
え
、
極
め
て
ま
れ
に
健
康
被
害
が
発
生
す
る
予
防
接
種

に
つ
い
て
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
制
度
と
し
て
い
く
た
め
、
国
民
に
対
す
る
情
報
提
供
を
充
実
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
発
生
状
況
を
把
握
し
、
予
防
接
種
後
の
被
接
種
者
の
健
康
状

況
の
変
化
に
つ
い
て
の
情
報
を
広
く
国
民
に
提
供
す
る
こ
と
及
び
今
後
の
予
防
接
種
行
政
の
推
進
に
資
す
る
こ
と
等
を
目
的

と
し
て
、
予
防
接
種
後
副
反
応
報
告
制
度
を
創
設
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
公
表
の
遅
れ
等
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
以
降
、
予
防
接
種
を
含
む
感
染
症
対

策
業
務
全
般
が
繁
忙
を
極
め
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
集
計
作
業
等
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
終
了
後
、

そ
の
結
果
を
速
や
か
に
公
表
し
て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

予
防
接
種
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
に
要
す
る
処
理
期
間
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
年
度
ま
で
の

三
年
間
の
平
均
で
約
十
か
月
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
六
年
の
改
正
以
前
に
し
た
認
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
申
請
日
時
に
係

二



る
記
録
を
保
存
し
て
い
な
い
た
め
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
比
較
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
認
定
の
審
査
体
制
に
つ

い
て
は
、
改
正
前
後
で
特
段
の
変
更
は
な
い
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
平
成
十
年
度
及
び
平
成
二
十
年
度
に
実
施
さ
れ
た
調
査
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
三
氏

ら
に
よ
る
調
査
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
一
部
が
、
白
木
博
次
氏
の
著
作
で
あ
る
「
冒
さ
れ
る
日
本
人
の
脳－

あ
る

神
経
病
理
学
者
の
遺
言
」
（
藤
原
書
店
）
に
、
田
中
昌
人
氏
の
著
作
で
あ
る
「
予
防
接
種
被
害
の
発
達
的
特
徴
と
改
善
措
置

の
基
本
方
向
」
（
障
害
者
問
題
研
究
第
二
十
六
巻
第
四
号
、
全
国
障
害
者
問
題
研
究
会
）
に
、
二
木
立
氏
の
著
作
で
あ
る

「
九
〇
年
代
の
医
療
と
診
療
報
酬
」
（
勁
草
書
房
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
数
的
な
実
態
」
と
し
て
は
、
平
成
二
十
一
年
度
に
疾
病
・
障
害
認
定
審
査
会
感
染
症
・
予
防
接
種
審

は
ん
こ
ん

査
分
科
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
四
十
件
の
う
ち
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
に
よ
る
瘢
痕
ケ
ロ
イ
ド
及
び
骨
炎
・
骨

ま

ひ

髄
炎
が
そ
れ
ぞ
れ
七
件
及
び
六
件
、
急
性
灰
白
髄
炎
の
予
防
接
種
に
よ
る
麻
痺
が
四
件
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の

「
疾
病
・
障
害
の
部
位
、
診
断
名
」
と
し
て
は
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、
破
傷
風
、
日
本
脳
炎
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
及

び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
で
は
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
並
び
に
脳
炎
、
脳
症
そ
の
他
の
中
枢
神
経
症
状
及
び
そ
れ
ら

三



に
伴
う
後
遺
症
等
が
あ
り
、
急
性
灰
白
髄
炎
の
予
防
接
種
で
は
、
急
性
灰
白
髄
炎
及
び
そ
の
後
遺
症
等
が
あ
り
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
で

し
ゅ
ち
ょ
う

の
う
よ
う

は
、
リ
ン
パ
節
の
腫
脹
、
接
種
局
所
の
膿
瘍
、
骨
炎
等
が
あ
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
重
症
度
、
社
会
復
帰
の
可
能
性
、
家

族
の
心
身
あ
る
い
は
経
済
的
負
担
」
に
つ
い
て
は
、
認
定
患
者
ご
と
に
異
な
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
要
望
と
し
て
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
に
全
国
予
防
接
種
被
害
者
の
会
か
ら
保
健
福
祉
事
業
の
充
実

に
つ
い
て
要
望
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
「
予
防
接
種
健
康
被
害
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
（
依
頼
）
」

（
平
成
二
十
二
年
六
月
二
日
付
け
厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
事
務
連
絡
）
に
お
い
て
、
都
道
府
県
を
通
じ
て
市
町

村
に
対
し
、
例
え
ば
、
介
護
が
必
要
な
予
防
接
種
健
康
被
害
者
に
対
し
て
介
護
・
福
祉
制
度
に
つ
い
て
適
切
な
情
報
提
供
を

行
う
と
と
も
に
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
利
用
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
協
力
依
頼
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
よ
う
な
調
査
研
究
は
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
実
施
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
承
知
し

て
い
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
利
用
率
」
に
つ
い
て
は
、
予
防
接
種
後
副
反
応
報
告
は
、
「
定
期
の
予
防
接
種
の
実
施
に
つ
い
て
」

四



（
平
成
十
七
年
一
月
二
十
七
日
付
け
健
発
第
〇
一
二
七
〇
〇
五
号
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
通
知
）
に
規
定
す
る
予
防
接
種
後

副
反
応
報
告
書
報
告
基
準
等
に
基
づ
き
医
師
が
予
防
接
種
後
に
一
定
の
症
状
を
認
め
た
場
合
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
報

告
事
例
の
す
べ
て
が
健
康
被
害
救
済
の
対
象
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
そ
の
高
低
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
措
置
と
し
て
は
、
予
防
接
種
を
実
施
す
る
際
に
、
予
防
接
種
後
の
通
常
起
こ
り
得
る
反
応
及
び
ま
れ
に

生
じ
る
重
い
副
反
応
並
び
に
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度
に
つ
い
て
医
師
か
ら
被
接
種
者
又
は
そ
の
家
族
に
説
明
を
行
う

よ
う
指
導
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七
の
（
一
）
か
ら
（
三
）
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
一
般
化
、
定
型
化
し
た
医
学
的
な
判
断
基
準
を
認
定
拒
否
処
分
の
理
由
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
と
し
た

の
は
、
平
成
二
十
年
五
月
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
予
防
接
種
と
健
康
被
害
の
因
果
関
係
の
認
定
は
極
め
て
専
門
的
な
知
見
を

要
す
る
も
の
で
あ
り
、
簡
便
な
補
足
的
説
明
を
付
記
す
る
と
、
か
え
っ
て
一
般
国
民
に
と
っ
て
理
解
が
困
難
と
な
る
場
合
が

あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
認
定
拒
否
処
分
の
理
由
を
相
当
詳
細
に
提
示
す
る
方
が
望
ま
し
い
と
の
意
見
が

あ
っ
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
二
年
三
月
以
降
、
医
学
的
な
判
断
基
準
の
当
て
は
め
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
加
え

五



る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

七
の
（
四
）
に
つ
い
て

疾
病
・
障
害
認
定
審
査
会
感
染
症
・
予
防
接
種
審
査
分
科
会
に
お
け
る
委
員
等
の
意
見
に
つ
い
て
、
行
政
機
関
の
保
有
す

る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
開
示
の
請
求
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
平
成
二
十
二
年
五
月
以
降
、
御
指
摘
の
答
弁
も
踏
ま
え
、
当
該
分
科
会
の
委
員
の
氏
名
等
の
個
人
を
識
別
す

る
こ
と
が
で
き
る
情
報
及
び
第
三
者
の
個
人
情
報
に
係
る
部
分
を
除
き
、
原
則
と
し
て
、
す
べ
て
開
示
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

八
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
見
直
し
と
し
て
は
、医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
制
度
（
生
物
由
来
製
品
感
染
等
被
害
救
済
制
度
を
含
む
。

厚
生
労
働
省
医
薬
食
品
局
所
管
）
に
お
け
る
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
薬
事
分
科
会
副
作
用
・
感
染
等
被
害
判
定
第
一
部
会

及
び
同
第
二
部
会
に
つ
い
て
も
、
実
施
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
健
康
被
害
救
済
制
度
に
つ
い

て
御
指
摘
の
よ
う
な
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、そ
の
結
果
も
踏
ま
え
て
、

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
等
関
係
法
令
の
適
切
な
運
用
に
努

六



め
て
ま
い
り
た
い
。

七


